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Z世代が仲間と一緒にチャレンジ！

次世代創造プログラム
ガンガン進んでいます

次世代創造プログラムとは？

どんなチャレンジをしようか迷っ
ている、具体的なアイデアをみんな
で考えたい、そんなＺ世代の皆さ
んを対象としたプログラムです。
参加者でチームを作り、ワーク
ショップをしながらアイデアを形に
し、みんなで一緒にチャレンジをし
ていきます。

次世代創造プログラムの今をお届け！

日程・場所・参加者数

次世代創造プログラムDAY3，DAY4が折尾
と小倉でそれぞれ下記の通り実施されました。

プログラムの概要

DAY３からは、ファシリテーターもグループ
の中に加わって一緒に進めていきました。こ
の日はオープンスペーステクノロジー（OST）
という手法を使って、大人数のなかで、リー
ダーになる人を見つけて話し合っていく方法
を学びました。結果として、折尾・小倉それぞ
れで、大小11のグループができました。

ＤＡＹ４は、DAY3でできたグループを基礎
としながら、各リーダーにいくつもの問いかけ
を投げかけて、リーダーの考えを固めていき
ました。「本当に大切なことは？」「実現のため
に必要なことは？」これらのやり取りの中で
リーダーのやりたいことを形にします。

折尾では「①この恋バズリますか？（SNS発
信）」「②大運動会」「③第２の実家探し」「④子
供・若者が楽しめる場所」「⑤MyEarth（カード
ゲーム）広めたい」「⑥若者が運営する何でもあ
りワークショップ」という６つのグループができ
ました。

DAY４の問いかけを通じて、リーダーになっ
た皆さんの「困った人を助けたい」「誰でも参加
でき、だれでも楽しめるイベントにしたい」「人に
自分をさらけ出して正直に会話したい」「非日常
を創出したい」「環境問題について考えるきっか
けにしたい」「若者の交流の輪を作りたい」とい
う強い思いが、可視化されます。
今後のエレガントでミニマムな１歩として、「愛
を知る」「常にだれでも参加できるという視点を
持つ」「気になったことは正直に聞く」「調査＆冒
険をする」「ゲームに触れる機会を増やす」「最適
な場所を調査する」が挙がりました。

参加者の感想

実施場所・日時・参加人数

場所 日時 人数

DAY3 折尾 10/3木 17-19時 31人

小倉 10/4金 19-21時 21人

DAY4 折尾 10/10木 17-19時 32人

小倉 10/11金 19-21時 18人

プログラムの概要

折尾でのワークショップの様子

小倉でのワークショップの様子 参加者の感想

ワークショップを通じての参加者の感想を抜
粋してご紹介します。

【勇気をもって一歩踏み出した人の声】
・前に出ようか迷ったけれど、出て良かった
・思いの共有が仲間とできて楽しかった
・人の意見を聞くことの大切さを学んだ
【貢献による発見】
・皆で意見を言い合うことで、新しい発想にたど
 り着いた。グループワークは大切だと気付いた
・大学生と話して新しい知識を得た
・プロジェクトを実現させたいという人とかかわ
ることは楽しい
・意見交換で新たな視点を得ることができた
【課題の大きさ・難しさ】
・自分がやりたいことの「おおもと」を考えるの
が難しい
・リーダーをやる難しさを感じた

今後の予定について

【お知らせ①】（再掲）
次世代創造ピッチイベント （11/8金）
皆さんが検討した内容をプレゼンテーション
の形にして、小倉・折尾の参加者同士で発表し
合う「ピッチ」の機会があります。

11月8日（金）の19時～＠ATOMica北九州
（小倉駅前のセントシティ７F）で実施しますの
で、ご予定ください。

小倉では「①大人の社会科見学」「②団地や住
宅の環境・空き家問題」「③流行の発信地を作ろ
う」「④エンターテイメント施設の発展」「⑤オモ
シロガル」という５つのグループができました。

DAY４の問いかけを通じて、リーダーになっ
た皆さんの「新しい人と交流する/知ろうとして
いないことを知る」「住環境」「流行とは広く・満
たす（思いを形にできる場所）」「流行りの寿命
が長い、若者にコミットしたものを作る」「北九
州をネガティブからポジティブに」という強い思
いが、可視化されます。
今後のエレガントでミニマムな１歩として、
「リーダーの思いを聞く」「団地の古いイメージ
を美化活動で払拭する」「何を発信するか調査
する」「情報発信力の向上（SNS等）」「応援や伴
走する人や応援できる場所をつくってみたい」
が挙がりました。

【お知らせ②】
３月末に実施予定の成果発表会に向けて、こ
れからも定期的な活動を行っていく予定です。
（年明けに全体で「やってみようの日」を計画し
ています。）
それに向けて、出来れば多くのメンバーで集
まって月１回くらいのペースでお互いの進捗報
告や、アイデアの交換、お互いの協力ができた
らいいなと思います。
詳細は、またメール等でお知らせしますので、
楽しみにお待ちください。
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